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大阪市子どもの生活に関する実態調査報告書を踏まえた課題と対応の

方向性の整理について 

 

 

平成 28年度「大阪市子どもの生活に関する実態調査」を実施し、委託先である大阪府立大学において調査報告書がとりまとめられた。大阪市で

は、調査報告書を踏まえ、課題と対応の方向性について整理を行った。 

 

見えてきた主な課題 

世帯の経済状況が、子どもの生活や学習環境、子どもの学習理解度に影響を与えていることや、ひとり親家庭の経済状況が厳しいこと、若年出

産の世帯が貧困に陥るリスクが高いことや親子関係や友人関係が子どもの悩みなどに関連していることなどが確認された。 

１ 家計と収入に関すること 

２ ひとり親（特に母子）世帯の生活の困難さに関すること 

３ 若年で親になった世帯の生活の困難さに関すること 

４ 健康と経済的困難に関すること 

５ 学習習慣と経済的困難・生活習慣に関すること 

６ つながりに関すること 

 

 

 

【大阪市子どもの生活に関する実態調査】 
「（仮称）大阪市こどもの貧困対策推進計画」の策定について

i5624007
スタンプ
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■調査結果からわかったこと 

 

 

 

大阪市の等価可処分所得（※１）の中央値は 238万円、国の定める基準でいくと相対的貧困率（※２）は 15.2％（小５・中２のいる世帯）、11.8％（５

歳児のいる世帯）であった。なお、大阪府内全自治体における相対的貧困率は 14.9％ （小５・中２のいる世帯）であった。 

 クロス集計に活用している家庭の経済状況の目安となる「困窮度」の考え方については、保護者から回答のあった世帯所得を基に「等価可処分

所得」を試算し、以下のとおり、困窮の程度を４つの区分に分類しました。 

 

 ※１「等価可処分所得」：世帯の可処分所得（収入から税金・社会保険料等を除いたいわゆる手取り収入）を世帯人員の平方根で割って調整した所得 

 ※２「相対的貧困率」：相対的貧困率は、一定基準（貧困線）を下回る等価可処分所得しか得ていない者の割合（OECDの算出方法による） 

    貧困線とは、等価可処分所得の中央値の半分の額（困窮度Ⅰに該当） 

 

 

区分 基準 小 5・中 2保護者 割合 5歳児保護者 割合 

中央値以上 等価可処分所得中央値（本調査では 238万円）以上 50.0％ 52.5％ 

困窮度Ⅲ 等価可処分所得中央値未満で、中央値の 60％以上 28.1％ 29.6％ 

困窮度Ⅱ 等価可処分所得中央値の 50％以上 60％未満 6.6％ 6.1％ 

困窮度Ⅰ 等価可処分所得中央値の 50％未満 15.2％ 11.8％ 

 

 

  

■ 大阪市の困窮度 
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１ 家計と収入に関すること 

◎見えてきた課題 

（１）経済状況がこどもの生活にも影響を与えており、困窮度が高くなるにつれ、実現できなかったことが多くなる。 

（２）困窮度Ⅰの世帯においても、経済的支援の制度等を利用していない世帯がある。 

 

 

 
◎現行の主な取組み 

（１）児童手当や児童扶養手当といった現金給付のほか、所得区分等に応じた行政サ

ービスの利用料の減免等を実施している。医療に関しては、こども医療費助成等を

実施しているほか、国民健康保険料の全額負担が困難な世帯に対して保険料を

減額するなど、医療へのアクセスを確保している。 

 

 

（２）児童手当、児童扶養手当、就学援助等の経済的支援制度については、本来制度

を利用できる世帯が確実に利用できるよう、様々な媒体を利用して周知に努めてい

る。また各区役所内に生活困窮者の相談支援窓口を設置し、専門の相談支援員

がさまざまな社会的資源を活用しながら包括的な支援を行っている。 

◎今後の取組みの方向性 

（１）現金給付や利用料の減免等を継続するとともに、こども医療費

助成について平成 29年 11月から対象年齢を引き上げる（15歳

〔中学校修了〕→18 歳〔18 歳に達した日以後における最初の 3

月 31 日まで〕）など、子育て世帯を下支えできるよう経済的支援

の充実を図る。 

 

（２）各種の経済的支援制度等を利用できる世帯が確実に利用でき

るようにするためにも、地域や学校で支援を要する世帯を発見

し、適切な支援につなぐ仕組みが機能するよう取り組む。 

また、相談者の状況に応じて、他機関と連携して適切な支援に

つないでいく。 
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（１）経済状況がこどもの生活にも影響を与えており、困窮度が高くなるにつれ、実現できなかったことが多くなる。  
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1)子どもを医療機関に受診させることができなかった 

2)子どもの進路を変更した 

3)子どものための本や絵本が買えなかった 

4)子どもにおこづかいを渡すことができなかった 

5)子どもに新しい服や靴を買うことができなかった 

6)子どもを学校の遠足や修学旅行へ参加させることができなかった 

7)子どもを習い事に通わすことができなかった 

8)子どもを学校のクラブ活動に参加させられなかった 

9)子どもを学習塾に通わすことができなかった 

10)子どもの誕生日を祝えなかった 

11)子どもにお年玉をあげることができなかった 

12)子どもの学校行事などに参加することができなかった 

13)子ども会、地域の行事（祭りなど）の活動に参加することができなかった 

14)家族旅行（テーマパークなど日帰りのおでかけを含む）ができなかった 

１～14の項目には、どれにもあてはまらない 

無回答 

中央値以上(n=11,456) 

困窮度Ⅲ(n=6,430) 

困窮度Ⅱ(n=1,515) 

困窮度Ⅰ（n=3,490) 

◆困窮度別に見た、子どもについて経済的な理由による経験※ 

（小５・中２保護者回答：報告書 P124図 110） 

◆困窮度別に見た、子どもへの経済的な理由による経験※ 

の該当数の平均   （小５・中２保護者回答：報告書 P128図 113） 

※こどもに関して経済的な理由による経験として示した 

14個の項目 
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◆困窮度別に見た、子どもについて経済的な理由による経験※ 

（5歳児保護者回答：報告書 P372図 61） 

◆困窮度別に見た、子どもへの経済的な理由による経験※ 

の該当数の平均   （5歳児保護者回答：報告書 P373図 63） 
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1)子どもを医療機関に受診させることができなかった 

2)子どものための本や絵本が買えなかった 

3)子どもにおこづかいを渡すことができなかった 

4)子どもに新しい服や靴を買うことができなかった 

5)子どもを遠足へ参加させることができなかった 

6)子どもを習い事に通わせることができなかった 

7)子どもをクラブに参加させられなかった 

8)子どもを学習塾に通わせることができなかった（通信制の幼児教育教材を含む） 

9)子どもの誕生日を祝えなかった 

10)子どもにお年玉をあげることができなかった 

11)子どもの保育所（園）、幼稚園などの通園施設の行事などに参加することがで

きなかった 

12)子ども会、地域の行事（祭りなど）の活動に参加することができなかった 

13)家族旅行（テーマパークなど日帰りのおでかけを含む）ができなかった 

１～13の項目には、どれにもあてはまらない 

無回答 

中央値以上(n=6,657) 困窮度Ⅲ(n=3,749) 困窮度Ⅱ(n=774) 困窮度Ⅰ(n=1,500) 
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※こどもに関して経済的な理由による経験として示した 

14個の項目 
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（２）困窮度Ⅰの世帯においても、経済的支援等の制度を利用していない世帯がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.2% 

94.7% 

93.8% 

89.3% 

1.3% 

1.2% 

1.4% 

2.9% 

1.5% 

1.4% 
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困窮度Ⅰ(n=3490) 

困窮度Ⅱ(n=1515) 

困窮度Ⅲ(n=6430) 

中央値以上(n=11456) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

◆困窮度別に見た、児童手当（5 歳児保護者回答：報告書 P378 図 71 改） 
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90.3% 

90.4% 
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困窮度Ⅰ(n=1500) 

困窮度Ⅱ(n=774) 

困窮度Ⅲ(n=3749) 

中央値以上（ｎ=6657) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

◆困窮度別に見た、児童手当（小５・中２保護者回答：報告書 P141図 125改） 
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困窮度Ⅰ(n=3490) 

困窮度Ⅱ(n=1515) 

困窮度Ⅲ(n=6430) 

中央値以上(n=11456) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

◆困窮度別に見た、就学援助費（小５・中２保護者回答：報告書 P142図 126改） 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.2% 

73.9% 

55.5% 

13.8% 

2.8% 

3.6% 

6.5% 

8.8% 

9.4% 

11.6% 

22.1% 

51.9% 

11.5% 

10.9% 

15.9% 

25.5% 
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困窮度Ⅰ(n=1844) 

困窮度Ⅱ(n=606) 

困窮度Ⅲ(n=1183) 

中央値以上(n=942) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

13.3% 

40.8% 

59.2% 

71.0% 

5.3% 

4.3% 

2.8% 

3.3% 

56.9% 

29.6% 

17.1% 

12.3% 

24.5% 

25.3% 

20.9% 

13.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上 

(n=339) 

困窮度Ⅲ 

(n=395) 

困窮度Ⅱ 

(n=211) 

困窮度Ⅰ 

(n=673) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

◆困窮度別に見た、児童扶養手当（ひとり親）（小５・中２保護者回答：報告書 P143図 127の補足図改） 

◆困窮度別に見た、児童扶養手当（ひとり親）（5 歳児保護者回答：報告書 P379 図 73※参考） 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎現行の主な取組み 

（１）児童扶養手当等のひとり親世帯への支援制度については、制度を利用できる世

帯が確実に利用できるよう、様々な媒体を利用して周知に努めるとともに、児童扶

養手当の充実について、他の指定都市と連携し国に対して要望している。また、就

業支援の専門知識をもつ、ひとり親家庭サポーターを各区に配置するとともに、ひ

とり親家庭等就業・自立支援センター等で、就労等の相談支援を行っている。 

（２）児童扶養手当の現況届提出時期に合わせた区役所への出張ハローワークの設

置や、総合評価入札におけるひとり親等の雇用についての評価点の導入、しごと

情報ひろばにおいて国の特定求職者雇用開発助成金制度の周知・案内を行うな

ど、ひとり親等がより良い雇用条件で就労できるよう取り組んでいる。また、子育て

世帯が安心して就労できるように、保育サービスの充実に努めている。 

（３）平成 28 年 12 月からひとり親（離婚前含む）の方に対して、大阪弁護士会と連携

し、各区役所において養育費に関する無料専門相談を実施している。 

（４）愛光会館において交流事業を実施しているなど、ひとり親世帯の親が孤立するこ

とがないよう取り組んでいる。 

 

２ ひとり親（特に母子）世帯の生活の困難さに関すること 

に関すること 

◎今後の取組みの方向性 

（１）各種支援制度等を利用できる世帯が確実に利用できるようにす

るためにも、地域や学校で支援を要する世帯を発見し、支援につ

なぐ仕組みが機能するよう取り組む。児童扶養手当については

平成 28年 8月分から多子加算額が増額された。 

（２）母子世帯の生活実態にあった安定雇用や働き方について検討

するよう経済界や企業に働きかける。また、母子世帯において安

心して就労できるようニーズに柔軟に対応でき、利用しやすい保

育サービスの提供に取り組む。 

（３）区役所における養育費に関する無料専門相談について、より利

用しやすくなるよう、養育費の取り決めの重要性や取り決めのた

めの手続きについて、周知徹底を図る。国に対し、養育費確保の

実効性をより高めるための要望を行う。 

（４）ひとり親世帯同士の支えあいや交流を深める活動を行っている

当事者団体やグループなどの活動を支援するなど、地域での孤

立を防ぐ活動の充実を図る。 

◎見えてきた課題 

（１）ひとり親（特に母子）世帯は世帯収入が低く、家計が赤字の割合が高く、困窮度の高い世帯が多い。（母子世帯の 4割以上が困窮度Ⅰ） 

（２）ひとり親（特に母子）世帯は正規群の割合が低く、非正規群の割合が高い。 

（３）養育費の受給率は、困窮度に関わらず 1割にとどまる。 

（４）ひとり親世帯の親は、ふたり親世帯の親と比べ「相談できる相手がいない」割合が高い。 
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(1) ひとり親（特に母子）世帯は世帯収入が低く、家計が赤字の割合が高く、困窮度が高い世帯多い。  
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1200万円未

満 

1200～

1500万円未
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1500万円以

上 

1ふたり親 4.8% 7.9% 14.6% 17.0% 17.7% 12.6% 8.4% 10.1% 3.7% 1.7% 1.5%

2母子世帯 41.5% 24.6% 12.2% 6.7% 5.4% 3.2% 2.2% 2.4% 0.8% 0.4% 0.5%

3父子世帯 12.7% 14.6% 22.1% 13.1% 14.3% 7.3% 4.0% 5.4% 1.4% 2.6% 2.6%

全体 12.0% 11.3% 14.3% 15.0% 15.3% 10.7% 7.1% 8.5% 3.1% 1.5% 1.3%
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世帯構成収入合計状況（小５・中２保護者） 

母子世帯では200万円未満が最も多い 

父子世帯では300～400万円未満が最も多い 

全体・ふたり親世帯では500～600万円未満が最も多い 
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300～400

万円未満 

400～500

万円未満 

500～600

万円未満 

600～700

万円未満 

700～800

万円未満 

800～1000

万円未満 

1000～

1200万円未

満 

1200～

1500万円未

満 

1500万円以

上 

1ふたり親 4.5% 7.9% 16.3% 18.5% 17.3% 11.7% 7.3% 8.9% 3.8% 1.7% 2.1%

2母子世帯 42.4% 22.0% 11.7% 7.8% 6.3% 2.7% 2.6% 2.4% 0.6% 0.6% 1.0%

3父子世帯 12.2% 15.7% 20.0% 14.8% 12.2% 6.1% 8.7% 6.1% 3.5% 0.0% 0.9%

全体 9.3% 9.7% 15.8% 17.2% 15.9% 10.5% 6.7% 8.1% 3.4% 1.6% 1.9%

18.5% 

42.4% 

20.0% 
17.2% 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

世帯構成収入合計状況(5歳児保護者） 

母子世帯では200万円未満が最も多い 

父子世帯では300～400万円未満が最も多い 

全体・ふたり親世帯では400～500万円未満が最も多い 
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17.4% 

15.0% 

23.1% 

34.7% 

33.3% 

39.7% 

30.7% 

25.3% 

35.7% 

36.8% 

39.2% 

34.1% 

11.7% 

7.9% 

6.2% 

5.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他世帯

（n=213) 

母子世帯

（n=5242) 

父子世帯

（n=502) 

ふたり親世帯

（n=21202) 

貯蓄ができている 赤字である 赤字でもなく黒字でもない わからない 無回答 

◆世帯構成別に見た、家計状況（小５・中２保護者回答：報告書 P131 図 116 改） 

14000 

252 

1608 

63 

3037 

91 

303 

16 

612 

29 

1315 

23 

17 

341 

24 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親世帯(n=17,864) 

父子世帯（n=402) 

母子世帯（n=3,617) 

その他世帯(n=131) 

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 

◆世帯構成別に見た、家計状況（5 歳児保護者回答：報告書 P374 図 65 改） 

14.9% 

16.5% 

23.1% 

37.8% 

38.3% 

36.2% 

31.5% 

23.7% 

36.2% 

38.4% 

40.0% 

33.2% 

8.5% 

8.1% 

5.4% 

4.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他世帯(n=47) 

母子世帯(n=1874) 

父子世帯(n=130) 

ふたり親世帯

(n=12478) 

貯蓄ができている 赤字である 赤字でもなく黒字でもない わからない 無回答 
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58.2% 

44.8% 

18.2% 

22.3% 

28.6% 

33.0% 

25.1% 

33.1% 

4.9% 

8.2% 

13.8% 

11.5% 

8.2% 

14.0% 

42.9% 

33.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親世帯 

(n=17,722) 

父子世帯 

(n=415) 

母子世帯 

(n=4,160) 

その他世帯 

(n=148) 

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ 

57.4% 

43.4% 

19.3% 

28.1% 

30.4% 

33.6% 

23.7% 

28.1% 

5.0% 

8.0% 

13.4% 

6.3% 

7.3% 

15.0% 

43.6% 

37.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親世帯 

(n=10,899) 

父子世帯 

(n=113) 

母子世帯 

(n=1,505) 

その他世帯 

(n=32) 

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ 

◆世帯員の構成別にみた、困窮度（小５・中２保護者回答：報告書 P130 図 115 改） 

◆世帯員の構成別にみた、困窮度（5 歳児保護者回答：報告書 P374 図 64 改） 
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（２）ひとり親（特に母子）世帯は正規群の割合が低く、非正規群の割合が高い。  

 

 

 

 

 

 

48.1% 

44.5% 

62.7% 

78.4% 

12.2% 

8.4% 

22.6% 

17.0% 

17.6% 

36.4% 

7.2% 

3.4％ 

18.3% 

9.4% 

4.2% 

0.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他世帯(n=131) 

母子世帯(n=3617) 

父子世帯(n=402) 

ふたり親(n=17864) 

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 

51.9% 

46.0% 

71.3% 

81.6% 

18.5% 

9.0% 

17.0% 

14.6% 

18.5% 

36.7% 

7.4% 

2.7% 

11.1% 

6.8% 

2.1% 

0.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他世帯(n=27) 

母子世帯(n=1361) 

父子世帯(n=94) 

ふたり親世帯

(n=10702) 

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 

◆世帯構成別に見た、就労状況（小５・中２保護者回答：報告書 P195 図 177 改） 

◆世帯構成別に見た、就労状況（5 歳児保護者回答：報告書 P403 図 114 改） 
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（３）養育費の受給率は、困窮度に関わらず 1割にとどまる。  

 

 

 

 

 

11.4% 

10.7% 

9.7% 

7.5% 

5.5% 

5.1% 

6.2% 

3.5% 

45.9% 

46.5% 

51.6% 

61.3% 

37.1% 

37.6% 

32.5% 

27.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=1844) 

困窮度Ⅱ(n=606) 

困窮度Ⅲ(n=1183) 

中央値以上(n=942) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

12.5% 

9.5% 

11.1% 

9.4% 

4.8% 

5.7% 

4.1% 

3.2% 

49.0% 

48.8% 

52.9% 

60.8% 

33.7% 

36.0% 

31.9% 

26.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=673) 

困窮度Ⅱ(n=211) 

困窮度Ⅲ(n=395) 

中央値以上(n=339) 

受けている 受けたことがある 受けたことはない 無回答 

◆困窮度別に見た、養育費（ひとり親）（小５・中２保護者回答：報告書 P169 図 152 補足図改） 

◆困窮度別に見た、養育費（ひとり親）（5 歳児保護者回答：報告書 P381 図 76※参考） 
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（４）ひとり親世帯は、ふたり親世帯の親と比べ相談できる相手がいない割合が高い。  

 

 

 

 

 

  

5.6% 

5.4% 

6.4% 

2.0% 

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0% 6.0% 7.0%

その他世帯（n=213) 

母子世帯(n=5242) 

父子世帯(n=502 ) 

ふたり親世帯(n=21202) 

4.3% 

4.5% 

7.7% 

1.1% 

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0% 6.0% 7.0% 8.0% 9.0%

その他世帯（n=47) 

母子世帯(n=1874) 

父子世帯(n=130) 

ふたり親世帯(n=12478) 

◆世帯構成別に見た、相談相手のいない割合（小５・中２保護者回答） 

◆世帯構成別に見た、相談相手のいない割合（5 歳児保護者回答：報告書 P440 図 174） 
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◎現行の主な取組み 

（１）中学校・高等学校においては、学習指導要領に則り、性に関する教育や生活の

自立に必要な知識を習得できるよう授業を展開しているほか、希望する中学校を

対象に助産師を派遣して思春期健康教育を行っている。また、乳児と触れ合う機会

や母親の体験談を聞く「赤ちゃん先生プロジェクト」等を実施している。 

 

（２）高等学校においては、中学生に対する学校説明会、体験入学などを実施し、進

学への意欲を高めるとともに、進学後に学校生活や学業への不適応を引き起こさ

ないよう取り組んでいる。進学後、不登校や中退とならないよう、発展的な学習や

学び直しの学習に取り組むとともに、充実した学校生活が送れるよう支援してい

る。また、若者自立支援事業の周知にも取り組んでいる。 

 

（３）小学校では職場見学、中学校では職場体験学習等を実施している。また、高校

ではハローワークなどから外部講師を招へいして講話を行うなど進路意識や社会

適応能力に関するキャリア教育・進路指導を行っている。 

 

◎今後の取組みの方向性 

（１）中学校・高等学校において、外部人材を活用した取組みを推進

し、性に関する正しい知識の普及を図るとともに、乳児と触れ合う

機会や母親の体験談を聞く機会の拡充に取り組むなど、主体的

な将来設計ができるよう支援する機会を提供する。 

 

（２）高等学校における不登校・中退の防止や中退者の支援策等を

進めるため実態調査を実施し、当事者に寄り添った取組みを進

める。また、モデル校において出前セミナーやアウトリーチを実施

する。 

 

 

（３）発達段階に応じた系統的・継続的なキャリア教育を実施し、職

業意識を高めるとともに、将来設計における生活に必要な経費等

に関する知識の習得など、社会的自立ができるよう支援する取り

組みを充実する。 

 

３ 若年で親になった世帯の生活の困難さに関すること 

に関すること ◎見えてきた課題 

（１）困窮度が高くなるにつれ、低年齢の出産の割合が増えている。 

（２）10代出産群の過半数は中学校卒業又は高等学校中退となっている。 

（３）10代出産群では他の群と比べ正規群の割合が低く、非正規群の割合が高い。 
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（１）困窮度が高くなるにつれ、低年齢の出産の割合が増えている。  

 

 

 

 

 

  

54.0% 

57.9% 

58.2% 

57.1% 

47.4% 

30.6% 

18.8% 

25.4% 

23.9% 

25.7% 

26.5% 

30.3% 

34.3% 

30.2% 

5.5% 

6.7% 

5.5% 

5.4% 

6.6% 

9.6% 

13.4% 

15.1% 

11.6% 

10.6% 

11.0% 

15.7% 

25.5% 

37.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40歳以上(n=398) 

35～39歳(n=1,308) 

31～34歳(3,746) 

27～30歳(n=6,814) 

24～26歳(n=4,127) 

20～23歳(n=2,595) 

10代（n=606) 

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ 

63.7% 

65.9% 

61.5% 

57.4% 

43.1% 

26.4% 

19.1% 

19.9% 

22.1% 

26.0% 

29.6% 

35.4% 

38.4% 

34.3% 

6.2% 

3.3% 

5.2% 

4.6% 

9.1% 

9.5% 

11.6% 

10.2% 

8.7% 

7.3% 

8.4% 

12.4% 

25.7% 

35.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40歳以上（n=226) 

35～39歳(n=1,258） 

31～34歳(n=2444) 

27～30歳(n=3,330) 

24～26歳(n=1,779) 

20～23歳(n=1,199) 

10代(n=303) 

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ 

◆初めて親となった年齢別、困窮度（小５・中２保護者回答※母親が回答者：P180 図 163 改） 

◆初めて親となった年齢別、困窮度（5 歳児保護者回答※母親が回答者：報告書 P390 図 94 改） 
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（２）10代出産群の過半数は中卒又は高校中退となっている。  

 

 

 

 

 

 

1.2% 

2.2% 

19.0% 

1.6% 

3.5% 

31.3% 

32.0% 

35.6% 

37.8% 

43.4% 

41.3% 

6.7% 

17.4% 

13.0% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31歳以上（n=6443) 

20～30歳（n=16022) 

10代(n=780) 

中学校卒業 高等学校中途退学 高等学校卒業 高専、短大、専門学校等卒業 大学卒業 大学院修了 その他の教育機関卒業 答えたくない 無回答 

0.8% 

2.1% 

19.3% 

1.0% 

4.6% 

33.4% 

20.3% 

28.0% 

34.5% 

45.0% 

39.0% 

6.1% 

27.1% 

21.5% 

3.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31歳以上(n=4374) 

20～30歳(n=7171) 

10代(n=374) 

中学校卒業 高等学校中途退学 高等学校卒業 高専、短大、専門学校等卒業 大学卒業 大学院修了 その他の教育機関卒業 答えたくない 無回答 

◆初めて親となった年齢別に見た、母親の最終学歴（小５・中２保護者回答※母親が回答者：報告書 P181 図 164 改） 

◆初めて親となった年齢別に見た、母親の最終学歴（5 歳児保護者回答※母親が回答者：報告書 P391 図 95 改） 
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（３）10代出産群では他の群と比べ正規群の割合が低く、非正規群の割合が高い。  

 

 

 

 

 

  

75.1% 

72.9% 

51.0% 

15.0% 

15.7% 

15.7% 

7.4% 

8.8% 

23.2% 

2.0% 

2.0% 

7.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31歳以上(n=5204) 

20～30歳(n=13061) 

10代(n=612) 

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 

79.7% 

77.6% 

55.3% 

14.5% 

13.9% 

14.7% 

4.5% 

6.7% 

22.7% 

1.1% 

1.2% 

5.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31歳以上（n=3674) 

20～30歳(n=6102) 

10代(n=300) 

正規群 自営群 非正規群 無業 その他 

◆初めて親となった年齢別に見た、就労状況（小５・中２保護者回答※母親が回答者：報告書 P183 図 166 改） 

◆初めて親となった年齢別に見た、就労状況（5 歳児保護者回答※母親が回答者：報告書 P392 図 97 改） 
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◎現行の主な取組み 

（１）母親教室や乳幼児健診時、保育所・幼稚園、小中学校において、成長段階に応

じて食育に取り組むなど、朝食の重要性と食習慣の改善について、普及・啓発に取

り組んでいる。 

 

（２）保健師による各種健康相談を通じて、相談支援と適切なサービスのマネジメント

を実施し、支援が必要な方に対して、家庭訪問による相談支援を行うなど、継続的

な支援が行えるよう取り組んでいる。また、地域の健康に関する意識や課題・特性

に応じた健康管理の取組みを実施している。 

 

（３）大阪市国民健康保険の加入者（40歳～74歳）を対象に無料で特定健診を実施し

ている。また、40 歳以上で生活保護世帯に属する方等を対象とした無料の健康診

断を実施している。 

◎今後の取組みの方向性 

（１）家庭において健全な食生活が営めるよう、学校園での健康教

育に関する取組みとともに、地域の状況に応じた効果的な取組

みを通じて、必要な知識の普及啓発を図る。 

 

（２）健康に関する相談支援の仕組みの周知徹底と、保護者が身近

な地域で気軽に相談できる人材の育成に取り組むなど支援が必

要な方に適切なサービスの情報が届くよう、安心して相談できる

体制の充実を図る。 

 

（３）生活の維持・向上には健康管理が重要であり、健康診断の受

診が健康の維持や疾患の予防・早期発見につながることなどを

周知し、受診率の向上に取り組む。 

４ 健康と経済的困難に関すること 

に関すること ◎見えてきた課題 

（１）困窮度が高くなるにつれ、こどもが毎日朝食を食べる割合が下がり、保護者との関わりにも影響する。 

（２）困窮度が高くなるにつれ、こども・保護者ともに、心理的・精神的症状を示す割合が高く、保護者の将来への希望をもつ割合が下がる。 

（３）困窮度が高まるにつれ、保護者の健康診断の受診率が下がる。 
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（１）困窮度が高くなるにつれ、こどもが毎日朝食を食べる割合が下がり、保護者との関わりにも影響する。  

 

 

 

 

 

  

78.8% 

82.9% 

86.0% 

90.8% 

7.6% 

6.7% 

6.0% 

3.9% 

6.7% 

5.1% 

3.6% 

2.5% 

2.4% 

1.4% 

1.8% 

1.1% 

3.6% 

3.1% 

1.8% 

1.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=3457) 

困窮度Ⅱ(n=1506) 

困窮度Ⅲ(n=6385) 

中央値以上(n=11388) 

毎日またはほとんど毎日 週に４～5回 週に２～3回 週に１回程度 食べない 無回答 

80.3% 

81.9% 

87.9% 

91.9% 

13.7% 

12.8% 

8.2% 

5.5% 

4.8% 

4.1% 

2.8% 

1.5% 

0.4% 

0.1% 

0.2% 

0.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=1500) 

困窮度Ⅱ(n=774) 

困窮度Ⅲ(n=3749) 

中央値以上(n=6657) 

必ず食べる 食べることが多い 食べないことが多い 食べない わからない 無回答 

◆困窮度別にみた、朝食の頻度（5 歳児保護者：報告書 P408 図 120 改） 

◆困窮度別にみた、朝食の頻度（小５・中２こども回答：報告書 P199図 180改） 
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56.9% 

66.1% 

37.5% 

30.8% 

4.3% 

2.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週5回以下(n=3526) 

毎日またはほとんど毎日(n=23968) 

よくする する あまりしない しない 無回答 

35.0% 

49.6% 

25.5% 

23.4% 

2.6% 

1.3% 

0.4% 

0.2% 

36.6% 

25.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必ず食べる以外

（n=3247) 

必ず食べる(n=20956) 

よくする する あまりしない しない 無回答 

◆朝食の頻度別に見た、保護者と子どもの関わり（子との会話）（小５・中２こども回答：報告書 P202 図 183 改） 

◆朝食の頻度別に見た、保護者と子どもの関わり（子との会話）（5 歳児保護者回答） 
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（２）困窮度が高くなるにつれ、こども・保護者ともに心理的・精神的症状を示す割合が高く保護者の将来への希望を持つ割合が下がる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.2 

15.5 

2.6 

18.9 

9.7 

5.3 

18.9 

4.4 

20.8 

18.6 

23.5 

24.8 

25.9 

6.3 

6.3 

3.3 

12.7 

16.5 

2.9 

20.0 

10.1 

6.0 

20.4 

4.9 

21.0 

19.8 

24.6 

25.8 

22.9 

7.1 

7.7 

3.6 

11.6 

16.6 

3.7 

20.9 

10.4 

6.9 

21.6 

5.3 

22.1 

21.0 

26.0 

28.0 

23.0 

7.0 

6.3 

1.9 

12.4 

17.4 

3.0 

19.7 

11.2 

6.6 

21.9 

5.7 

20.6 

19.8 

27.2 

27.6 

20.3 

7.0 

7.9 

3.4 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

ねむれない 

よく頭がいたくなる 

歯がいたい 

不安な気持ちになる 

ものを見づらい 

聞こえにくい 

よくおなかがいたくなる 

よくかぜをひく 

よくかゆくなる 

まわりが気になる 

やる気が起きない 

イライラする 

とくに気になるところはない 

その他 

わからない 

無回答 

中央値以上(n=11,388) 困窮度Ⅲ(n=6,385) 困窮度Ⅱ(n=1,506) 困窮度Ⅰ(n=3,457) 

◆困窮度別にみた、自分の体や気持ちで気になること 

（小５・中２保護者回答：報告書 P216 図 194） 

6.9 

18.8 

2.9 

19.7 

9.3 

3.9 

5.7 

2.0 

8.3 

10.6 

14.8 

33.5 

42.6 

25.7 

13.3 

3.9 

2.6 

6.4 

10.2 

23.1 

4.3 

28.1 

11.6 

5.3 

7.1 

2.6 

10.5 

13.8 

19.9 

39.0 

45.5 

32.2 

10.9 

4.9 

2.3 

5.1 

13.3 

24.9 

6.0 

34.8 

13.5 

7.2 

7.2 

3.2 

12.0 

16.6 

22.6 

41.1 

48.5 

36.0 

8.1 

5.3 

3.4 

4.4 

16.0 

27.4 

5.2 

38.5 

13.7 

7.4 

9.2 

3.8 

12.3 

14.6 

22.0 

42.5 

47.1 

36.4 

7.9 

5.1 

3.0 

5.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ねむれない 

よく頭がいたくなる 

歯がいたい 

不安な気持ちになる 

ものを見づらい 

聞こえにくい 

よくおなかがいたくなる 

よくかぜをひく 

よくかゆくなる 

まわりが気になる 

やる気が起きない 

イライラする 

よく肩がこる 

よく腰がいたくなる 

とくに気になるところはない 

その他 

わからない 

無回答 

中央値以上(n=11,456) 困窮度Ⅲ(n=6,430) 困窮度Ⅱ(n=1,515) 困窮度Ⅰ(n=3,490) 

◆困窮度別にみた、自分の体や気持ちで気になること 

（小５・中２こども回答：報告書 P212 図 192） 



24 

 

 

 

  

7.8% 

1.9% 

3.5% 

8.3% 

36.8% 

46.9% 

49.2% 

21.1% 

20.1% 

14.3% 

7.1% 

10.4% 

5.6% 

9.9% 

37.2% 

6.7% 

28.7% 

16.0％ 

9.1% 

1.7% 

3.3% 

11.5% 

25.6% 

43.7% 

41.7% 

13.9% 

13.6% 

7.7% 

4.8% 

5.4% 

2.8% 

4.5% 

18.6% 

3.3% 

19.9% 

7.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答 

わからない 

その他 

とくに気になるところはない 

よく腰がいたくなる 

よく肩がこる 

イライラする 

やる気が起きない 

まわりが気になる 

よくかゆくなる 

よくかぜをひく 

よくおなかがいたくなる 

聞こえにくい 

ものを見づらい 

不安な気持ちになる 

歯がいたい 

よく頭がいたくなる 

ねむれない 

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ 

中央値以上と困窮度Ⅰの％を記載しています。 

◆困窮度別にみた、自分の体や気持ちで気になること（5 歳児保護者回答） 
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16.8% 

17.0% 

21.9% 

33.8% 

56.1% 

57.5% 

59.5% 

53.5% 

16.2% 

15.7% 

9.1% 

4.4% 

7.9% 

6.8% 

7.0% 

5.8% 

2.9% 

3.0% 

2.5% 

2.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=3490) 

困窮度Ⅱ(n=1515) 

困窮度Ⅲ(n=6430) 

中央値以上

（n=11456) 

希望が持てる 希望が持てるときもあれば、持てないときもある 希望が持てない わからない 無回答 

25.8% 

25.3% 

31.6% 

47.3% 

55.7% 

56.3% 

54.5% 

44.2% 

9.7% 

9.7% 

5.8% 

2.6% 

6.8% 

7.1% 

5.9% 

3.9% 

2.1% 

1.6% 

2.2% 

2.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=1500) 

困窮度Ⅱ(n=774) 

困窮度Ⅲ(n=3749) 

中央値以上(n=6657) 

希望が持てる 希望が持てる時もあれば、持てないときもある 希望が持てない わからない 無回答 

◆困窮度別にみた、心の状態（将来への希望）（5 歳児保護者回答：報告書 P418 図 140 改） 

◆困窮度別にみた、心の状態（将来への希望）（小５・中２保護者回答：報告書 P223 図 200 改） 
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（３）困窮度が高まるにつれ、保護者の健康診断の受診率が下がる。  

 

 

 

 

 

  

39.5% 

44.1% 

48.6% 

63.7% 

56.9% 

52.5% 

48.5% 

33.4% 

3.6% 

3.4% 

2.9% 

2.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=3490) 

困窮度Ⅱ（n=1515) 

困窮度Ⅲ(n=6430) 

中央値以上(n=11456) 

はい いいえ 無回答 

28.9% 

28.8% 

33.7% 

55.8% 

64.5% 

64.9% 

60.1% 

38.4% 

6.6% 

6.3% 

6.2% 

5.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=1500) 

困窮度Ⅱ(=774) 

困窮度Ⅲ(n=3749) 

中央値以上(n=6657） 

はい いいえ 無回答 

◆困窮度別にみた、定期的な健康診断の受診（小５・中２保護者回答：報告書 P227 図 204 改） 

◆困窮度別にみた、定期的な健康診断の受診（5 歳児保護者回答） 
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◎現行の主な取組み 

（１）各小中学校の課題に応じて、「学びサポーター」を配置し、さらに、課外学習の充

実等の課題を有する学校において、学校力 UP 支援事業を実施し、放課後等にお

ける学習支援を実施している。 

  また、子育て世帯の経済的負担を軽減するとともに、こどもの学力や学習意欲、

個性や才能を伸ばす機会を提供することを目的に、中学生への塾代助成事業を実

施している。 

 

（２）こどもが自己肯定感を高め、多様な進路展望を持つことができるよう、小中学校

において、キャリア教育やこどもの興味や才能を広げる様々な体験活動を実施して

いる。 

 

 

（３）こどもの生活実態と学力との関係について、家庭教育の面からアプローチするた

め、学校キャラバン隊や市民向け講座等を実施している。また、保育所・幼稚園等

において、基本的生活習慣を身につけられるようこどもや保護者への支援を行って

いる。 

５ 学習習慣と経済的困難・生活習慣に関すること 

に関すること ◎見えてきた課題 

（１）困窮度が高まるにつれ、学習理解度について、「よくわかる」「だいたいわかる」の割合が下がる。 

（２）困窮度が高まるにつれ、希望する進学先について、保護者こども共に「大学・短期大学」の割合が下がる。 

   困窮度が高まるにつれ、こどもが希望する進学を達成できない理由に「経済的な余裕がないから」の割合が上がる。 

（３）困窮度が高まるにつれ、保護者が生活リズムを整える割合が下がり、勉強時間が短くなり、こどもが遅刻する割合が上がる。 

◎今後の取組みの方向性 

（１）各学校の学力状況や課題の検証・分析を踏まえ、学校による課

外での補充学習のさらなる充実に取り組むとともに、学校施設等

を活用した民間事業者による課外学習の機会を提供するなど学

習環境と学習機会の充実を図る。 

 

 

（２）こどもが主体的な学習や多様な体験を通じて、自己肯定感や将

来の夢や希望を持てるよう、学校園での取組みとともに、身近な

地域での体験活動が活発に展開され経済的に厳しい環境にあっ

ても様々な体験活動に参加できるよう、こどもを体験活動の機会

につなぐ仕組みを機能させるよう取り組む。 

 

（３）生活習慣の形成や規範意識・社会性の育成など家庭教育の重

要性を保護者に確実に届けられるよう、様々な機会をとらえて周

知・啓発を図る。 
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（１）困窮度が高まるにつれ、学習理解度について、「よくわかる」「だいたいわかる」の割合が下がる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆困窮度別にみた、学習理解度（小５・中２こども回答：報告書 P236 図 212 改） 

16.4% 

17.9% 

20.3% 

28.8% 

54.5% 

56.5% 

59.4% 

56.8% 

18.1% 

16.7% 

13.3% 

9.6% 

5.3% 

4.5% 

3.0% 

1.9% 

4.1% 

2.9% 

2.6% 

1.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ（n=3457) 

困窮度Ⅱ(n=1506) 

困窮度Ⅲ(n=6385) 

中央値以上(n=11388) 

よくわかる だいたいわかる あまりわからない ほとんどわからない わからない 無回答 
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（２）困窮度が高まるにつれ、進学について、保護者こども共に「大学・短期大学」の割合が下がる。  

 

 

 

 

 

  

1.3% 

1.1% 

0.9% 

0.8% 

24.1% 

19.5% 

18.3% 

11.0% 

29.8% 

34.0% 

35.7% 

43.9% 

3.7% 

3.3% 

3.9% 

5.9% 

3.6% 

3.4% 

3.6% 

5.2% 

17.3% 

19.4% 

17.6% 

14.5% 

9.9% 

9.8% 

10.2% 

10.1% 

8.2% 

7.8% 

8.1% 

7.0% 

2.1% 

1.7% 

1.8% 

1.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=3457) 

困窮度Ⅱ(n=1506) 

困窮度Ⅲ(n=6385) 

中央値以上(n=11388) 

中学校 高校 大学・短期大学 大学院 留学 専門学校 考えたことがない わからない 無回答 

0.3% 

0.3% 

0.3% 

0.2% 

33.2% 

26.3% 

21.7% 

9.6% 

45.0% 

52.1% 

57.0% 

72.6% 

1.1% 

1.1% 

1.0% 

2.1% 

2.3% 

2.0% 

2.3% 

3.2% 

8.7% 

10.1% 

8.7% 

5.5% 

2.1% 

1.9% 

1.8% 

1.1% 

7.2% 

6.0% 

7.1% 

5.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=3490) 

困窮度Ⅱ(n=1515) 

困窮度Ⅲ(n=6430) 

中央値以上(n=11456) 

中学校 高校 大学・短期大学 大学院 留学 専門学校・高専 考えたことがない わからない 無回答 

◆困窮度別にみた、子どもの希望する進学先（小５・中２こども回答：報告書 P257 図 239 改） 

◆困窮度別にみた、子どもの進学予測（小５・中２保護者回答：報告書 P258 図 240 改） 
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困窮度が高まるにつれ、こどもが希望する進学を達成できない理由に「経済的な余裕がないから」の割合が上がる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆困窮度別にみた、子どもの進学先希望（5 歳児保護者回答：報告書 P430 図 158 改） 

0.5% 

0.1% 

0.2% 

0.2% 

22.2% 

20.0% 

15.0% 

5.7% 

48.5% 

49.6% 

57.8% 

70.7% 

1.5% 

1.4% 

1.2% 

3.1% 

3.4% 

4.3% 

3.7% 

4.9% 

5.7% 

7.5% 

5.1% 

2.9% 

5.8% 

6.2% 

5.5% 

3.5% 

10.1% 

8.7% 

8.8% 

6.9% 

2.3% 

2.2% 

2.7% 

2.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ（n=1500) 

困窮度Ⅱ(n=774) 

困窮度Ⅲ(n=3749) 

中央値以上(n=6657) 

中学校 高校 大学・短期大学 大学院 留学 専門学校・高専 考えたことがない わからない 無回答 

◆困窮度別にみた、子どもの進学達成「思わない」理由（小５・中２保護者回答：報告書 P260図 242） 

1.9 

2.3 

4.9 

64.8 

53.4 

12.5 

3.0 

4.0 

6.1 

58.6 

57.6 

16.2 

1.0 

3.4 

8.9 

45.7 

53.0 

18.5 

1.8 

5.9 

8.9 

21.2 

61.2 

24.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答 

特に理由はない 

その他 

経済的な余裕がないから 

お子さんの学力から考えて 

お子さんの希望と異なるから 

中央値以上（n=392) 困窮度Ⅲ（n=383） 困窮度Ⅱ（n=99） 困窮度Ⅰ（n=264） 
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（３）困窮度が高まるにつれ、保護者が生活リズムを整える割合が下がり、勉強時間が短く、こどもが遅刻する割合が上がる。  

 

 

1.5% 

49.5% 

92.1% 

73.0% 

82.3% 

0.6% 

56.1% 

93.4% 

74.3% 

84.1% 

0.8% 

59.6% 

94.3% 

79.3% 

86.2% 

0.7% 

71.1% 

95.1% 

84.5% 

90.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

無回答 

本・絵本を読み聞かせる 

あいさつ言葉遣い食事マナーを教える 

文字や計算を教える 

生活リズムを整える 

中央値以上(n=6657) 困窮度Ⅲ(n=3749) 困窮度Ⅱ(n=774) 困窮度Ⅰ(n=1500) 

◆困窮度別にみた、しつけ（5 歳児保護者回答：報告書 P431 図 160） 
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14.9% 

13.3% 

11.5% 

6.8% 

18.3% 

16.4% 

16.8% 

14.2% 

21.5% 

21.0% 

23.8% 

22.6% 

21.6% 

24.1% 

25.2% 

27.9% 

9.7% 

11.7% 

10.3% 

13.8% 

4.6% 

4.4% 

4.4% 

8.4% 

8.0% 

8.4% 

7.0% 

5.6% 

1.4% 

0.6% 

0.9% 

0.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ(n=3457) 

困窮度Ⅱ(n=1506) 

困窮度Ⅲ(n=6385) 

中央値以上n=11388 ) 

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上3時間未満 3時間以上 わからない 無回答 

6.3% 

5.8% 

4.4% 

4.2% 

1.5% 

1.1% 

0.8% 

0.6% 

3.6% 

2.6% 

2.7% 

1.6% 

7.0% 

6.4% 

4.5% 

3.9% 

77.1% 

80.6% 

84.1% 

86.5% 

4.5% 

3.5% 

3.5% 

3.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮度Ⅰ（n=3457) 

困窮度Ⅱ(n=1506) 

困窮度Ⅲ(n=6385) 

中央値以上(n=11388) 

毎日またはほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回程度 遅刻はしない 無回答 

◆困窮度別にみた、学校への遅刻（小５・中２こども回答：報告書 P261 図 243 改） 

◆困窮度別にみた、授業以外の勉強時間（小５・中２こども回答：報告書 P234 図 210 改） 
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17.8% 

9.3% 

17.5% 

15.6% 

18.7% 

22.9% 

18.4% 

26.2% 

8.9% 

12.2% 

6.8% 

6.4% 

10.8% 

6.4% 

1.1% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同じ時刻には起きていない(n=2343) 

同じ時刻に起きている（n=24876) 

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上3時間未満 3時間以上 わからない 無回答 

◆起床時間の規則性別に見た、授業以外の勉強時間（小５・中２こども回答：報告書 P246図 228改） 
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※自己効力感：ある状況において、必要な行動を効果的に取ることができると思えること（「可能性の認知」なので「できると思える」の逆で「できると思えない」ことも含まれる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎見えてきた課題 

（１）困窮度が高まるにつれ、大人の人と過ごす割合が下がり、放課後ひとりで過ごすこどもの方がそうでないこどもより自己効力感※が低い。 

（２）困窮度が高まるにつれ、こどもが「おうちのこと」で悩んでいる割合が増え、「悩んでいることはない」の割合が下がる。 

（３）困ったときの相談先として、地域団体や専門機関をあげる割合が少なく、誰にも相談していない割合も多い。 

 

◎現行の主な取組み 

（１）市内の市立小学校では、学校と地域の協力により、児童いきいき放課後事業を

実施し、また、各区の子ども・子育てプラザでは土日も含めて小中学生等を対象に

児童健全育成事業を実施している。これらの事業では、安全・安心な放課後の居

場所を提供するとともに、さまざまな体験や活動プログラムを提供している。 

 

（２）地域のコミュニティづくりをめざす NPOや地域団体等により、地域のこどもを見守

り、支えるこどもの居場所づくり、いわゆる「こども食堂」などの取組みが地域で活

発化している。 

 

 

（３）課題のあるこどもや家庭が社会的に孤立しないよう、通学する学校園にスクール

ソーシャルワーカーを派遣し、関係機関との連携により、こどもと家庭の課題解決

に向けて取り組んでいる。 

 

◎今後の取組みの方向性 

（１）放課後、安全・安心に、かつ健やかに過ごせる環境の中で、こ

ども同士の交流が深まるよう、さまざまな体験や活動ができる機

会の充実に取り組んでいく。 

 

（２）NPO や地域団体等によるこどもの居場所づくりについて、地域

の状況に応じて活動が広がっていくよう、地域にある社会資源の

活用をはじめ、企業や大学等が支援する仕組みづくりに取り組

む。 

 

（３）学校と地域が連携して支援を必要とするこどもや家庭を発見

し、適切な支援につなげられるよう、スクールソーシャルワーカー

を充実し、関係機関も含めた支援体制の仕組みが機能するよう

取り組む。 

６ つながりに関すること 

に関すること 
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（１）困窮度が高まるにつれ、大人の人と過ごす割合が下がり、放課後ひとりで過ごすこどもの方がそうでないこどもより自己効力感が低い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.7 

17.5 

0 5 10 15 20

ひとりでいることはない（n=22048） 

ひとりでいる（ｎ=4830） 

◆こどもが放課後ひとりで過ごすかと、こどもの自己効力感（小５・中２こども回答：報告書 P320 図 293） 
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1.0% 

3.0% 

18.3% 

7.1% 

35.8% 

55.0% 

12.8% 

42.0% 

51.8% 

0.7% 

2.7% 

19.9% 

7.9% 

38.4% 

52.7% 

15.3% 

41.0% 

55.6% 

0.8% 

2.2% 

17.9% 

8.7% 

35.9% 

54.3% 

16.7% 

45.5% 

57.6% 

0.6% 

2.4% 

17.7% 

10.2% 

37.3% 

52.1% 

21.7% 

42.6% 

59.1% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答 

その他の人 

ひとりでいる 

学校以外のともだち 

クラブ活動の仲間 

学校のともだち 

おうちの人以外の大人 

きょうだい 

おうちの大人の人 

中央値以上（ｎ=11388） 困窮度Ⅲ(n=6385) 困窮度Ⅱ(n=1506) 困窮度Ⅰ(n=3457) 

◆困窮度別にみた、放課後一緒に過ごす人（小５・中２こども回答：報告書 P307 図 285） 
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（２）困窮度が高まるにつれ、こどもが「おうちのこと」で悩んでいる割合が増え、「悩んでいることはない」の割合が下がる。  

 

 

3.2% 

14.1% 

32.7% 

5.6% 

15.9% 

10.7% 

15.0% 

19.4% 

10.6% 

24.4% 

10.1% 

2.8% 

14.3% 

34.0% 

5.5% 

15.5% 

9.5% 

15.5% 

18.9% 

12.5% 

23.5% 

8.0% 

3.1% 

13.0% 

35.1% 

6.2% 

16.3% 

10.2% 

14.8% 

19.0% 

12.1% 

23.3% 

7.5% 

2.8% 

11.5% 

37.0% 

5.7% 

16.6% 

9.8% 

14.8% 

17.9% 

10.9% 

21.9% 

6.8% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答 

わからない 

いやなことや悩んでいることはな

い 

その他のこと 

進学・進路のこと 

好きな人のこと 

ともだちのこと 

自分のこと（外見や体型など） 

クラブ活動のこと 

学校や勉強のこと 

おうちのこと 

中央値以上(n=11388) 困窮度Ⅲ(n=6385) 困窮度Ⅱ(n=1506) 困窮度Ⅰ(n=3457) 

◆困窮度別にみた、悩んでいること（小５・中２こども回答：報告書 P312 図 288） 
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（３）困ったときの相談先として、地域団体や専門機関をあげる割合が少なく、誰にも相談していない割合も多い。  

 

  

3.2% 

10.1% 

12.1% 

4.7% 

1.5% 

0.1% 

0.5% 

1.0% 

0.2% 

0.6% 

2.1% 

0.6% 

2.2% 

1.6% 

11.9% 

3.8% 

4.8% 

4.3% 

42.2% 

3.0% 

9.9% 

15.2% 

55.9% 

2.9% 

9.1% 

11.6% 

3.6% 

1.4% 

0.1% 

0.4% 

0.8% 

0.2% 

0.8% 

3.2% 

0.5% 

2.0% 

1.2% 

12.7% 

2.9% 

4.3% 

6.7% 

44.5% 

1.9% 

8.6% 

13.6% 

59.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答 

わからない 

だれにも相談したくない 

だれにも相談できない 

その他の人 

地域の支援団体 

近所の人 

インターネット等で知りあった会ったことのない人 

こども専用の電話相談 

学童保育の先生 

塾や習いごとの先生 

スクールカウンセラー 

クラブ活動の先生 

保健室の先生 

担任の先生や他のクラスの先生 

いとこ 

その他のともだち 

塾や習いごとのともだち 

学校のともだち 

おじ、おばなど親戚 

祖父母 

きょうだい 

親 

中央値以上(n=11388) 困窮度Ⅲ(n=6385) 困窮度Ⅱ(n=1506) 困窮度Ⅰ(n=3457) 

中央値以上と困窮度Ⅰの％を記載しています。 

◆困窮度別にみた、嫌なことや悩んでいるときの相談相手（小５・中２こども回答：報告書 P314 図 289） 
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3.0% 

5.0% 

2.7% 

1.4% 

2.5% 

0.5% 

0.2% 

0.4% 

0.7% 

3.8% 

0.1% 

6.6% 

17.0% 

18.8% 

38.4% 

35.6% 

10.2% 

58.7% 

40.3% 

2.5% 

1.6% 

1.5% 

1.3% 

2.3% 

0.7% 

0.2% 

0.1% 

1.0% 

1.7% 

0.2% 

7.2% 

19.8% 

21.5% 

44.7% 

35.9% 

22.4% 

67.6% 

78.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

無回答 

相談できる相手がいない 

その他 

インターネットのサイトへの書き込み 

医療機関の医師や看護師 

民間のカウンセラー・電話相談 

民間の支援団体 

地域の民生委員・児童委員 

学童保育の指導員 

公的機関や役所の相談員 

子育て講座等を担当するリーダーや職員等 

学校の先生やスクールカウンセラー 

職場関係者 

近隣に住んでいない知人や友人 

近隣に住む知人や友人 

きょうだい・その他の親戚 

配偶者・パートナーの親 

自分の親 

配偶者・パートナー 

中央値以上(n=11456) 困窮度Ⅲ(n=6430) 困窮度Ⅱ(n=1515) 困窮度Ⅰ(n=3490) 

中央値以上と困窮度Ⅰの％を記載しています 

◆困窮度別にみた、困った時の相談先（小５・中２保護者回答：報告書 P316 図 290） 
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3.7% 

1.9% 

2.4% 

4.1% 

0.9% 

0.7% 

0.5% 

2.0% 

5.1% 

1.3% 

19.6% 

16.5% 

24.1% 

44.0% 

43.3% 

15.9% 

70.9% 

51.3% 

0.9% 

0.7% 

2.2% 

3.8% 

0.7% 

0.4% 

0.2% 

4.4% 

3.0% 

0.8% 

20.2% 

17.2% 

25.0% 

46.4% 

38.0% 

31.6% 

78.0% 

86.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

相談できる相手がいない 

その他 

インターネットのサイトへの書き込み 

医療機関の医師や看護師 

民間のカウンセラー・電話相談 

民間の支援団体 

地域の民生委員・児童委員 

習い事の先生 

公的機関や役所の相談員 

子育て講座等を担当する職員等 

通園施設の先生 

職場関係者 

近隣に住んでいない知人や友人 

近隣に住む知人や友人 

きょうだい・その他の親戚 

配偶者・パートナーの親 

自分の親 

配偶者・パートナー 

中央値以上（n=6657) 困窮度Ⅲ(n=3749) 困窮度Ⅱ(n=774) 困窮度Ⅰ(n=1500) 

中央値以上と困窮度Ⅰの％を記載して
います 

◆困窮度別にみた、困った時の相談先（5 歳児保護者回答） 




